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1. 研究成果の概要 

 

① 研究構想にかかる成果 

 

＜実施したこと＞ 

誘導リプログラミングの分子プロセス解明を目指し、植物のシングルセル解析と各種 NGS 解析を進めた。ま

た、植物の環境耐性向上・機能拡張技術の開発を開始し、制御ターゲットの抽出と改変技術開発を進めた。

さらに、新規細胞個性活用育種技術の開発を開始し、プロトプラスト再生系のプロセス解明を進めた。 

 

＜得られた成果＞ 

国際共著論文を 3 報出版し、プレスリリースを２件行った。国際学会における研究発表を約 46 件、国際

シンポジウムを 1件実施した。海外研究機関に日本の若手研究者 3名を長期派遣し、海外の研究機関から

8名の若手研究者を招聘することで国際共同研究を行った。 

 

② 国際ネットワーク構築・拡大に関する成果 

 

＜実施したこと＞ 

本研究に参画する国内外 8 研究室の研究代表者および若手研究者が参加したジョイントラボミーティング

を 2 回行い、各研究室の最新データを共有したほか、具体的な共同研究計画について議論した。国際会議

での招待講演やシンポジウムの開催、若手研究者の研究発表を通して ASPIRE プログラムの周知や国際ネッ

トワーク拡大に関する議論を進めた。若手研究者の海外派遣および国内招聘を積極的に進めた。 

 

＜得られた成果＞ 

日本側の若手研究者 3 名を海外研究室に長期派遣できたほか、多数の若手研究者を国際会議や海外

研究室に派遣し、国際共同研究を進めることができた。また、ASPIRE プログラムに賛同する 4 つの新たな海

外研究室が参画することになり、今後の若手研究者の海外派遣の可能性を広げることができた。 

 

③ 国際頭脳循環の促進に資する若手研究者の人材育成に関する成果 

 

＜実施したこと＞ 

2 回のジョイントラボミーティングは若手研究者が中心となって企画を立案し、当日の進行も全て担当した。

海外講演者を招聘してセミナーを開催する場合も若手研究者が中心となってホストを務め、共同研究に関す

る議論を主導した。若手研究者の研究代表者としての独立を支援するため、2 日間に渡り、8 研究室の若手

研究者 18 名（10 国籍・男女比 5:4）が参加する EMBO Laboratory Leadership ワークショップを行なっ

た。 

 

＜得られた成果＞ 

初年度から若手研究者が主体となってコミュニケーションをとり、共同研究を進める国際協力体制を築くこと

ができた。EMBO Laboratory Leadership ワークショップを経て研究代表者として必要なリーダーシップやマネ

ジメント、コミュニケーション能力を身につけ、研究室運営における研究代表者の役割を理解しながら研究を進

める若手研究者の育成を進めることができた。ASPIRE プロジェクトにおける若手研究者の育成活動を通じて、

2名の外国人研究者が独立し、PI（研究代表者）として研究室を主宰するに至った。その結果、彼らの海外

所属機関を中心とした新たな国際頭脳循環ネットワークの拡大・発展につなげることができた。  



 

２．研究実施体制 

 

研究テーマ 中心となる研究者氏名 所属機関・部署・役職名 

研究テーマ1 杉本 慶子 
理化学研究所・環境資源科学研究センタ
ー・チームリーダー 

 Kenneth Birnbaum Full Professor, New York University 

 Lieven De Veylder 
Principal Investigator, VIB-UGent 
Center for Plant Systems Biology 

 Uta Paszkowski 
Full Professor, University of 
Cambridge 

 David Stern 
Principal Investigator, VIB-UGent 
Center for Plant Systems Biology 

 Yasin Dagdas 
Group Leader, Gregor Mendel Austrian 
Academy of Sciences 

 Gitta Coaker Professor, University of California 

研究テーマ2 松永 幸大 
東京大学・大学院新領域創成科学研究
科・教授 

 Kenneth Birnbaum Full Professor, New York University 

研究テーマ3 大谷 美沙都 
東京大学・大学院新領域創成科学研究
科・教授 

 Lieven De Veylder 
Principal Investigator, VIB-UGent 
Center for Plant Systems Biology 

 Jerome Pelloux 
Professor, University of Picardy Jules 
Verne 

 NAKAGAMI Hirofumi 
Group Leader, Max Planck Institute for 
Plant Breeding Research 

 Volker Lipka 
Professor, Georg-August-University of 
Göettingen 
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